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今
年
早
く
も
半
年
が
過
ぎ
、

後
半
に
な
っ
た
。
五
月
に
真

夏
日
、
こ
の
夏
は
ど
う
な
る
か
、

気
に
か
か
る
。

　

昭
和
（
戦
後
）
か
ら
平
成

に
か
け
、「
地
域
づ
く
り
」「
仲

間
づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」
を

理
念
に
青
年
団
活
動
が
行
わ

れ
て
き
た
。
五
十
代
以
上
の

方
な
ら
活
動
し
た
人
が
ほ
と

ん
ど
だ
と
思
う
が
、
約
二
十

年
前
に
北
竜
町
か
ら
姿
を
消

し
た
。
減
少
し
つ
つ
も
道
内
・

全
国
津
々
浦
々
で
活
動
は
継

続
し
て
い
る
。

　

そ
の
理
念
を
基
に
始
ま
っ

た
も
の
が
あ
る
。
素
人
そ
ば

打
ち
段
位
認
定
制
度
で
あ

り
、
一
般
社
団
法
人
全
麺
協
が
、

平
成
九
年
か
ら
実
施
し
て
い

る
。
六
月
現
在
、
初
段
位
か

ら
五
段
位
ま
で
一
万
四
千
六

百
超
が
認
定
さ
れ
た
。
平
成

二
十
八
年
、「
そ
ば
道
の
基
本

理
念
・
そ
ば
道
憲
章
」
を
制

定
し
、
手
打
ち
そ
ば
を
通
じ

て
「
そ
ば
食
楽
部
北
竜
」
の

歩
む
べ
き
道
を
示
し
て
い
る
。

　

「
そ
ば
食
楽
部
北
竜
」
は

十
六
年
目
を
迎
え
た
。
初
・

二
段
位
認
定
会
は
十
四
回
を

数
え
、
三
段
位
認
定
会
も
開

催
し
た
。
ま
た
、
全
麺
協
主

催
の
研
修
会
や
そ
ば
大
学
な

ど
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
人

が
来
町
し
て
い
る
。
町
や
農

協
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積

極
的
に
協
力
し
、
老
若
男
女
、

地
域
を
越
え
て
「
地
域
・
仲
間
・

自
分
」
を
高
め
る
た
め
、
活

動
を
続
け
て
い
る
。

　

本
年
十
月
に
は
、
四
段
位

認
定
会
が
北
竜
町
で
開
催
さ

れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（
中
村
尚
一
）

　

令
和
元
年
第
３
回
臨
時
会
は
５

月
17
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
、
閉
会
い
た
し

ま
し
た
。

原
案
可
決

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
除
雪

ト
ラ
ッ
ク
）

議会広報委員会Ｎｏ．３３７

　
６
月
12
・
13
日
、
町
理
事
者
・

担
当
課
長
出
席
の
も
と
、
一
部
事

務
組
合
と
町
内
行
政
視
察
を
実
施

し
ま
し
た
。

■
視
察
場
所

○
一
部
事
務
組
合
視
察
（
12
日
）

　

・
北
空
知
衛
生
施
設
組
合

　

・
深
川
地
区
消
防
組
合

　

・
北
空
知
圏
学
校
給
食
組
合

　

・
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
精
米
施
設

　

・
北
空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合

　

・
北
空
知
広
域
水
道
企
業
団

【
佐
々
木
議
会
議
長
が
空
知
町

村
議
会
議
長
会
会
長
に
就
任
】

　

５
月
16
日
に
空
知
町
村
議
会
議

長
会
臨
時
総
会
が
開
か
れ
、
佐
々

木
議
会
議
長
が
第
16
代
目
会
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

○
町
内
視
察
（
13
日
）

社
会
教
育
施
設
、
商
業
活
性
化
施

設
コ
コ
ワ
、永
楽
園
、町
立
診
療
所
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
、
や
わ
ら
保
育
園

建
設
予
定
地
、
碧
水
高
齢
者
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
サ
ン
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
北
竜
温
泉
、
み
の
り

っ
ち
、
ひ
ま
わ
り
の
里
、
観
光
セ

ン
タ
ー
、
北
竜
消
防
支
署　

他建設業者による
（仮称）やわら保育園の建設説明


